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5
社
会
教
育
関
係

社
会
教
育
関
係

職
員
等
研
修
会

職
員
等
研
修
会

★
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス

６
月
18
日
㈬　

13
：
30�

～�

15
：
30

【
対
面
の
み
】

　
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
基
本
ス
キ
ル
」

　

�

講
師
：
今
井�
麻
奈
美�

氏

　
（
Ｃ
ｏｰ

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
．Ｌ
ａ
ｂ�

代
表
）

７
月
28
日
㈪　

13
：
30�
～�

15
：
30

【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

　

�「
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
案
の
基
本
的
な
視
点
」

　

�

講
師
：
三
瓶�

千
香
子�

氏

　
（
桜
の
聖
母
短
期
大
学�

教
授
）

★
対
象
別
コ
ー
ス

５
月
30
日
㈮　

13
：
30�

～�

15
：
30

【
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
】

　
「
社
会
教
育
委
員
の
役
割
」

　

�

講
師
：
松
田�

道
雄�

氏

　
（
尚
絅
学
院
大
学�

教
授
）

11
月
27
日
㈭　

13
：
30�

～�

15
：
30

【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

　
「
少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
公
民
館
活
動
」

　

講
師
：
牧
野�

篤�

氏
（
大
正
大
学�

教
授
）

　

�

事
例
発
表
：
糸
魚
川
市
能
生
地
区
公
民
館
、

刈
羽
村
「
ラ
ピ
カ
」

７
月
24
日
㈭　

13
：
30�

～�

15
：
30

【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

　

�「
小
・
中
・
高
等
学
校
に
お
け
る

　

地
域
学
校
協
働
活
動
の
実
際
」

　

�

実
践
発
表
：

　

県
内
の
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
小
・
中
・
高
）

９
月
10
日
㈬　

13
：
30�

～�

15
：
30

【
対
面
及
び
サ
テ
ラ
イ
ト
】

　

�「
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
に
必
要
な

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

　

�

講
師
：
柳
澤�

利
之�

氏

　
（
新
潟
青
陵
大
学
短
期
大
学
部�

教
授
）

10
月
16
日
㈭　

13
：
30�

～�

15
：
30

【
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
】

　
「
地
域
学
校
協
働
活
動
の
事
業
立
案
の
実
際
」

　

�

講
師
：
齋
藤　

�

智�

氏

　
（
新
潟
青
陵
大
学
短
期
大
学
部�

教
授
）

家
庭
教
育
研
修
会

家
庭
教
育
研
修
会

５
月
13
日
㈫　

13
：
30�

～�

15
：
30

【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

　
「
新
潟
県
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
の
実
際
」

　

講
師
：
県
福
祉
保
健
部
こ
ど
も
家
庭
課

　

県
教
育
庁
生
徒
指
導
課
・
生
涯
学
習
推
進
課

　
「
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の
活
動
事
例
」

　

�

事
例
発
表
：
燕
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

　
「
サ
ー
ク
ル
き
ら
ら
」

　

�

光
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

　
「
あ
さ
ら
ぶ
り
ん
」

生
涯
学
習
推
進
の
た
め
の
研
修
会　

～
新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
関
係
～

令
和
７
年
度 

生
涯
学
習
指
導
者
研
修
会 

一
覧

特
集
①①

　

今
年
度
、
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
研

修
会
で
す
。
申
込
み
及
び
詳
細
は
県
立

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
『
ラ
・

ラ
・
ネ
ッ
ト
』
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

８
月
７
日
㈭　

13
：
30�

～�

15
：
30

【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

　
「
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」

　

�

講
師
：
辻　

�

浩�

氏

　
（
元�

名
古
屋
大
学
大
学
院�

教
授
）

10
月
３
日
㈮　

13
：
30�

～�

15
：
30

【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

　
「
若
者
の
社
会
参
画
」

　

講
師
：
青
山�

鉄
兵�

氏
（
文
教
大
学�

准
教
授
）

　

�

事
例
発
表
：
木
村�

祐
太�

氏

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

ｄ
ｏ
み
つ
け�

理
事
長
）

11
月
14
日
㈮　

13
：
30�

～�

15
：
30

【
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
】

　
「
障
が
い
者
の
生
涯
学
習
の
現
状
と
課
題
」

　

�

講
師
：
引
地�

達
也�

氏

　
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学�

准
教
授
）

　

�

事
例
発
表
：
上
越
地
区
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

地
域
学
校
協
働

地
域
学
校
協
働

活
動
研
修
会

活
動
研
修
会

６
月
５
日
㈭　

13
：
30�

～�

15
：
30

【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

　

�「
国
・
県
内
の

　

地
域
学
校
協
働
活
動
の
動
向
と
取
組
」

　

�

講
師
：
県
教
育
庁
生
涯
学
習
推
進
課

　

青
少
年
家
庭
教
育
係

　

�「
地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
に
向
け
た

　

地
域
学
校
協
働
活
動
」

　

�

講
師
：
井
上�

昌
幸�
氏

　
（
栃
木
県
立
真
岡
工
業
高
等
学
校�

校
長
）
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No.836� 令和7年5月25日

令
和
７
年
度

第
１
回
理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催

　

令
和
７
年
５
月
16
日
㈮
新
潟
市
中
央
公
民
館

に
お
い
て
午
前
中
に
令
和
７
年
度
第
１
回
理
事

会
を
、
午
後
に
第
１
回
評
議
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
報
告
と
協
議
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
協
議
事
項
〉

⑴�　

組
織
編
制
に
つ
い
て　
（
今
年
度
は
役

員
非
改
選
の
年
、
役
員
名
簿
の
確
認
）

⑵　

令
和
６
年
度　

会
務
報
告
に
つ
い
て

⑶　

令
和
６
年
度　

会
計
決
算
に
つ
い
て

⑷�　

令
和
７
年
度
活
動
の
基
本
方
針
と
事
業

計
画
（
案
）
に
つ
い
て

⑸�　

関
係
機
関
、
各
種
団
体
と
の
連
携
事
業
・

運
動
等
の
協
力
に
つ
い
て

⑹�　

令
和
７
年
度　

第
75
回
新
潟
県
公
民
館

大
会
（
刈
羽
村
会
場
）

⑺　

令
和
７
年
度
会
計
予
算（
案
）に
つ
い
て

⑻�　

県
公
連
の
当
面
の
課
題
、
加
入
の

　

メ
リ
ッ
ト

　

・
補
助
金
の
削
減
、
負
担
金
支
出
の
価
値

　

・
県
公
連
存
在
意
義

　

・
県
の
組
織
再
編
へ
の
対
応

　

・
永
年
勤
続
表
彰
に
つ
い
て

⑼　

そ
の
他

　

�　

第
２
回
理
事
会
を
７
月
中
旬
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
し
ま
す
。
県
公
民
館
大
会
の

永
年
勤
続
者
表
彰
の
承
認
、
今
後
の
県
公

連
の
課
題
や
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
す
る

予
定
で
す
。

重
点
事
業

１　

関
係
組
織
と
の
連
携
強
化

　
　

関
係
組
織
と
の
連
携
強
化
を
図
る
、

⑴�　

全
国
公
民
館
連
合
会
研
修
等
諸
事
業
へ

の
参
加
・
協
力

⑵�　

関
東
甲
信
越
静
公
民
館
連
絡
協
議
会
と

の
連
携

　

�　

令
和
７
年
度
は
全
国
公
民
館
研
究
集
会

が
11
月
12
日
㈬
13
日
㈭
に
東
京
大
会
と
し

て
開
催
さ
れ
る
た
め
、
関
東
甲
信
越
静
公

民
館
研
究
大
会
は
開
催
さ
れ
な
い
。

⑶�　

新
潟
県
社
会
教
育
団
体
懇
話
会
と
の
連
携

⑷�　

新
潟
県
社
会
教
育
行
政
機
関
・
団
体
等

と
の
連
携
、
事
業
へ
の
参
加
・
協
力

２�　

職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
研
修
事
業
の
実
施

　

�　

中
・
下
越
地
区
公
連
は
解
散
と
な
っ
た
が
、

新
潟
市
や
上
越
地
域
で
の
研
修
会
、
中
・
下

越
地
域
で
の
広
域
的
は
研
修
会
の
共
催
及
び

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
研
修
事
業

へ
の
参
加
等
に
よ
り
、
効
率
的
な
研
修
を
推

進
し
、
職
員
の
専
門
的
知
識
・
技
能
の
向
上

を
図
る
。

⑴�　

新
潟
市
や
上
越
地
域
で
の
研
修
会
、
中
・

下
越
地
域
で
の
広
域
的
は
研
修
会
な
ど
職

員
等
の
研
修
の
共
催
、
県
立
生
涯
学
習
推

進
セ
ン
タ
ー
の
研
修
事
業
へ
の
協
力

⑵�　

公
民
館
長
、
職
員
の
専
門
性
・
資
質
向

上
研
修
の
実
施

⑶�　

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
研
修

事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加

⑷�　

全
国
公
民
館
セ
ミ
ナ
ー
へ
県
内
公
民
館

職
員
の
参
加
推
薦

⑸　

研
修
資
料
の
作
成
・
提
供

３　

情
報
収
集
の
充
実
、
提
供

　

�　

多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
・
開
発
に
関
す

る
情
報
の
相
互
交
換
に
よ
り
、
公
民
館
事
業

の
活
性
化
に
努
め
る
。

⑴�　

新
潟
県
公
民
館
だ
よ
り
の
発
行
回
数
の

見
直
し
（
年
４
回
に
変
更
）、
紙
面
内
容

の
充
実

⑵�　

全
公
連
の
情
報
を
得
な
が
ら
、
関
ブ
ロ

公
連
、
他
ブ
ロ
ッ
ク
公
連
と
の
情
報
交
換

の
促
進

⑶　

研
修
資
料
等
の
作
成
・
提
供

８
月
28
日
㈭　

13
：
30�

～�

15
：
30

【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

　
「
家
庭
教
育
の
現
状
と
課
題
」

　

�

講
師
：
木
村�
直
子�

氏

　
（
鳴
門
教
育
大
学
大
学
院�

准
教
授
）

10
月
21
日
㈫　

13
：
30�
～�

15
：
30

【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

　
「
家
庭
に
お
け
る
現
代
的
な
課
題
と
対
応
」

　

�

講
師
：
中
島　

崇�

氏

　
（
聖
籠
町
教
育
委
員
会�

教
育
未
来
課�

参
事
）

５
月
22
日
㈭　

13
：
30�

～�

15
：
30

【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

　
「
家
庭
教
育
講
座�

事
例
編
」

　

�

講
師
：
渡
辺�

ひ
ろ
み�

氏

　
（
村
上
ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ａ
ネ
ッ
ト�

理
事
長
）

　

�

土
田�

陽
子�

氏

　
（
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン�

理
事
）

６
月
24
日
㈫　

13
：
30�

～�

15
：
30

【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

　
「
家
庭
教
育
講
座�

立
案
編
」

　

�

講
師
：
渡
辺�

ひ
ろ
み�

氏

　
（
村
上
ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ａ
ネ
ッ
ト�

理
事
長
）

　

県
教
育
庁
生
涯
学
習
推
進
課

９
月
25
日
㈫　

13
：
30�

～�

15
：
30

【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

　
「
家
庭
に
お
け
る
現
代
的
な
課
題
と
対
応
」

　

�

講
師
：
渡
辺�

ひ
ろ
み�

氏

　
（
村
上
ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ａ
ネ
ッ
ト�

理
事
長
）

デ
ジ
タ
ル
・

デ
ジ
タ
ル
・

リ
テ
ラ
シ
ー
研
修
会

リ
テ
ラ
シ
ー
研
修
会

４
月
22
日
㈫　

13
：
30�

～�

15
：
30

　

�

Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
３
６
５�

技
能
研
修

［
県
職
員
向
け
］　

＊
お
申
込
み
は
終
了
し
て

い
ま
す
。

４
月
24
日
㈭　

13
：
30�

～�

15
：
30

　

�

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

　
（
初
級
編
：
基
本
的
な
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
使
用
方
法
）

５
月
15
日
㈭　

13
：
30�

～�

15
：
30

　

�

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

　
（
ホ
ス
ト
編
：
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
方
法�

）

８
月
26
日
㈫　

13
：
30�

～�

15
：
30

　

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
研
修
〈
画
像
生
成
編
〉

９
月
２
日
㈫　

13
：
30�

～�

15
：
30

　

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
研
修
〈
音
声
認
識
Ａ
Ｉ
編
〉

12
月
４
日
㈭　

13
：
30�

～�

15
：
30

　

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修

デ
ジ
タ
ル・シ
テ
ィ
ズ
ン

デ
ジ
タ
ル・シ
テ
ィ
ズ
ン

シ
ッ
プ
研
修
会

シ
ッ
プ
研
修
会

６
月
６
日
㈮　

13
：
30�

～�

16
：
30

　
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
活
用
」

　

�
講
師
：
酒
井�

郷
平�

氏
（
常
葉
大
学�

准
教
授
）

７
月
30
日
㈬　

13
：
30�

～�

16
：
30

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
の
現
状
」

　

�

講
師
：
一
戸�
信
哉�

氏

　
（
敬
和
学
園
大
学�
教
授
）

11
月
21
日
㈮　

13
：
30�
～�

16
：
30

　

�「
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　

�

講
師
：
大
久
保�

真
紀�

氏

　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

特
集
②
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公民館総合補償制度 公益社団法人  全国公民館連合会

この制度は公益社団法人全国公民館連合会の団体制度です。市町村の公民館および自治公民館、また公民館に準ずるものとして
全公連が加入を認めたその他の施設等は名称を問わずご加入いただけます。

３つの補償で公民館活動をサポートします。３つの補償で公民館活動をサポートします。 補償範囲や対象者が広い制度です。

年1回の手続きで安心です。

掛金には割引制度もあります。

1. 行事傷害補償
全公連見舞金制度

＋災害補償保険（公民館災害
補償特約、熱中症危険補償特約）

2. 賠償責任補償
賠償責任保険（施設所有
管理者特約、昇降機特約）

3. 職員災害補償
全公連見舞金制度＋傷害総合保険
【就業中のみの危険補償特約、
入院保険金支払限度日数変更特約
（支払限度日数180日）】

■取扱代理店

■引受保険会社

＊このご案内は、本制度の概要を説明したものです。詳細については取扱代理店または引受保険会社までお問い合わせください。

（お問い合わせ・
資料請求先）

エコー総合補償サービス株式会社 〒101-0047 東京都千代田区内神田2-6-9
TEL : 0120 -636 -717（通話料無料） FAX : 0120 -226 -916（通話料無料）

公務文教営業部　文教室
〒160-8338 東京都新宿区西新宿1-26-1 TEL 03-3349-4679（受付時間:平日9:00から17:00まで）

（受付時間:平日9:15から17:00まで）

損害保険ジャパン株式会社
（SJ23-13019）2024年1月15日作成［2401K-○295］
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⑷　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用

　

①�　

発
行
済
み
の
新
潟
県
公
民
館
だ
よ
り

（
旧
月
報
）
の
デ
ー
タ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載

　

②　

適
切
な
情
報
更
新

　
　

�　

役
員
・
組
織
、規
約
、地
区
事
業
紹
介
、

各
種
大
会
等
計
画
・
参
加
申
込
み
等

　
　

�　

公
民
館
名
鑑
、
実
践
事
例
集
の
公
開
、

県
大
会
・
関
ブ
ロ
大
会
・
各
地
区
の
研

修
会
、
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

等
の
情
報

４　

主
催
事
業
、
関
係
事
業
の
実
施
と
支
援

①�　

新
潟
県
県
公
民
館
大
会
の
開
催

　
　

日
時　

�

令
和
７
年
９
月
26
日
㈮

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～

　
　

会
場　

�

刈
羽
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
「
ラ
ピ
カ
」　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式

　
　

講
演
会
、
事
例
発
表
な
ど

②�　

全
国
公
民
館
研
究
集
会
東
京
大
会
へ
の

協
力

　
　

期
日�　

令
和
７
年
11
月
12
日
㈬
、13
日
㈭

　
　

会
場　

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

５　

本
会
運
営
上
の
財
政
基
盤
の
見
直
し

⑴�　

新
潟
県
市
長
会
、
町
村
会
及
び
全
国
公

民
館
連
合
会
へ
の
援
助
・
要
望

⑵�　

負
担
金
見
直
し
検
討
委
員
会
の
活
動
継
続

令
和
７
年
度
事
業
計
画

　

県
公
連
役
員
の
任
期
は
２
年
に
な
っ
て
お

り
、
令
和
７
年
度
は
役
員
改
選
を
行
わ
な
い
。

１　

役
員
会

　

⑴　

評
議
員
会
…
…
年
２
回
（
５
月
、
２
月
）

　
　

①　

５
月
16
日
㈮

　
　

②　

令
和
８
年
２
月
６
日
㈮

　

⑵　

理
事
会
…
…�

年
３
回
（
５
月
、
７
月
、

２
月
）

　
　

①　

５
月
16
日
㈮

　
　

②　

７
月
中
旬　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

　
　

③　

令
和
８
年
２
月
６
日
㈮

　

⑶　

監
事
会
…
…
年
１
回
（
５
月
中
旬
）

　
　
　

５
月
８
日
㈭

　

⑷　

正
副
会
長
会
…
…
必
要
に
応
じ
て

２　

専
門
委
員
会

　

⑴　

公
民
館
だ
よ
り
編
集
委
員
会

…
…
年
１
回
（
２
月
）

　
　

�　

委
員
は
各
地
区
か
ら
選
出
の
８
名
で
構

成
（
リ
モ
ー
ト
開
催
予
定
）

　

⑵　

負
担
金
・
事
業
見
直
し
検
討
委
員
会

　
　
　

年
１
回　

委
員
は
理
事
９
名
で
構
成

３�　

上
部
組
織
連
絡
会
議
・
研
修
会

　
　

い
ず
れ
も
会
長
、
事
務
局
長
出
席

　

⑴　

全
国
公
民
館
連
合
会
定
時
総
会

　
　
　
　
　
　
　

�

…
…
令
和
７
年
６
月
10
日
㈫

　

⑵�　

関
東
甲
信
越
静
公
民
館
連
絡
協
議
会
理

事
会
…
…
年
２
回

　
　

�　

今
年
度
は
関
ブ
ロ
の
幹
事
県
の
た
め
事

務
局
員
も
参
加

　

⑶�　

関
東
甲
信
越
静
公
民
館
連
絡
協
議
会
理

事
研
修
会
・
年
１
回　

８
月
上
記
と
同
日

４　

研
修
会
、
講
習
会
へ
の
支
援
・
参
加

　

⑴　

地
区
公
民
館
研
修
会

　
　

�　

～
上
・
中
・
下
越
・
新
潟
市　

　
　
　
　

ブ
ロ
ッ
ク
別
実
施
～

　
　

�　

中
公
連
、
下
公
連
が
解
散
の
た
め
、
単

独
ま
た
は
近
隣
の
市
町
村
が
研
修
会
等
を

開
催
し
て
地
域
に
参
加
を
呼
び
か
け
た
研

修
会
等
に
は
、
県
公
連
と
し
て
研
修
費
を

支
援
す
る
。

　

⑵　

第
75
回
新
潟
県
公
民
館
大
会

　
　
　

令
和
７
年
９
月
26
日
㈮

　
　
　

刈
羽
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ラ
ピ
カ
」

　
　

�　

午
後
１
時
開
始
の
半
日
日
程
、
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

　

⑶�　

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
事
業
・

研
修
会

　
　

�　

Ｒ
７
年
度
も
公
民
館
向
け
の
講
座
を
充

実
さ
せ
る
計
画

　
　
　
　
〈
以
下
上
部
団
体
研
修
〉

　

⑷�　

第
47
回
全
国
公
民
館
研
究
集
会
東
京
大

会　

前
述
を
参
考

　
　

�　

関
東
甲
信
越
静
公
民
館
研
究
大
会
は
右

の
大
会
の
た
め
令
和
７
年
は
開
催
し
な
い

　

⑸�　

全
国
公
民
館
連
合
会　

第
13
回
定
時
総
会

　
　

�　

令
和
７
年
６
月
10
日
㈫

　
　
　

丸
の
内
マ
イ
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
ビ
ル

　

⑹�　

第
37
回
公
民
館
全
国
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加

　
　
　

令
和
７
年
１
か
２
月　

東
京

　

⑺�　

関
東
甲
信
越
静
公
民
館
連
絡
協
議
会

　
　

①�　

令
和
７
年
６
月
13
日
㈮　

理
事
会

　
　
　
　

上
越
市
か
ら
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

　
　

②�　

令
和
６
年
８
月
22
日
㈮

　
　
　
　

理
事
会
・
研
修
会

　
　
　
　

イ
オ
ン
コ
ン
パ
ス
東
京
八
重
洲

　
　

③�　

令
和
７
年
１
月
か
２
月　

理
事
会

　
　
　
　

埼
玉
県
川
越
市

５　

資
料
、
刊
行
物
の
発
行
・
斡
旋

　

⑴�　

新
潟
県
公
民
館
だ
よ
り
の
発
行　

836
号

～
839
号
（
年
４
回
発
行
に
変
更
予
定
）

　

⑵　

公
民
館
関
係
資
料
の
発
行

　

⑶�　

月
刊
公
民
館
の
販
売
事
務
に
協
力

　
　
　

公
民
館
総
合
補
償
制
度
加
入
事
務
に
協
力

　

⑷�　

社
会
教
育
、
公
民
館
関
係
刊
行
物
の
紹

介
と
斡
旋

理事会　長谷川県公連会長あいさつ

評議員会　二瓶生涯学習推進課課長補佐来賓あいさつ
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サークル
交流

時
来
館
さ
れ
た
お
客
様
に
「
と

て
も
き
れ
い
で
す
ね
。」「
こ
の

床
の
間
に
と
て
も
あ
っ
て
い
て

と
て
も
素
敵
で
す
ね
。」
な
ど

声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
り
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
り
し
て

こ
の
活
動
を
や
っ
て
い
て
良

か
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
田
上
町
交
流
会
館
で

不
定
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
方
に
生

け
花
の
講
習
な
ど
を
開
催
し
て

少
し
で
も
各
流
派
に
加
入
さ
れ

る
方
が
増
え
て
く
れ
た
ら
と
頑

張
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

（
桜
の
会　

齋
藤　

チ
ヨ�

記
）

ら
う
活
動
を
、
八
流
派
で
生
け

花
を
生
け
始
め
三
十
年
と
な
り

ま
し
た
。
年
々
高
齢
化
な
ど
に

よ
る
退
会
に
よ
り
現
在
は
三
流

派
「
古
流
、
小
原
流
、
草
月
流
」

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
文
化
財
「
椿
寿
荘
」
で

は
五
月
か
ら
六
月
は
春
、
十
月

か
ら
十
一
月
は
秋
を
モ
チ
ー
フ

に
期
間
中
床
の
間
に
生
け
、
季

節
を
感
じ
ら
れ
る
様
に
花
材
を

選
ん
で
い
ま
す
。
気
候
変
動
な

ど
に
よ
り
花
材
の
調
達
や
生
け

た
後
の
日
々
の
花
材
管
理
な

ど
、
取
り
扱
い
に
と
て
も
苦
労

し
て
い
ま
す
が
、
生
け
て
い
る

季
節
を
生
け
る

�

（
桜
の
会
（
田
上
町
））

　

平
成
７
年
度
か
ら
田
上
町
の

豪
農
の
館
「
椿
寿
荘
」
の
床
の

間
な
ど
に
生
け
、
来
館
者
に
季

節
毎
の
花
や
木
を
な
が
め
て
も

視
点

ら
に
「
生
涯
学
び
活
躍
で
き
る
環
境

づ
く
り
」
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

人
一
人
の
学
び
や
活
躍
が
実
現
で
き

れ
ば
、
そ
の
人
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
、
さ
ら
に
社
会
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
に
繋
が
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー

は
、
今
年
度
「
さ
ら
な
る
選
択
と
集

中
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
研
修
」
と

Ｈ
Ｐ
「
新
ラ
・
ラ
・
ネ
ッ
ト
」
の
充

実
に
取
り
組
み
ま
す
。微
力
な
が
ら
、

事
業
を
と
お
し
て
「
個
人
及
び
社
会

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
」
に
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
当
セ
ン

タ
ー
は
鳥
屋
野
潟
公
園
の
す
ぐ
側
に

位
置
し
、
四
季
を
と
お
し
て
美
し
い

景
色
を
楽
し
め
ま
す
。
公
民
館
関
係

の
皆
様
、
ぜ
ひ
当
セ
ン
タ
ー
の
研
修

会
等
に
御
参
加
い
た
だ
け
た
ら
幸
い

で
す
。

「
等
話
」
の
心
が
け
と
し
て
、「
目
の

前
の
人
と
の
出
会
い
に
感
謝
す
る
」

「
互
い
の
話
の
時
間
を
平
等
に
す
る
」

「
自
己
完
結
せ
ず
、
相
手
の
話
に
耳

を
傾
け
、
ま
た
問
い
か
け
る
」
が
あ

り
ま
す
。
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
が
、
自
戒
の
念
を
込
め
て
、

心
が
け
て
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
７
年
３
月
に
県
の
最

上
位
計
画
で
あ
る
「
新
潟
県
総
合
計

画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

に
あ
る
め
ざ
す
べ
き
将
来
像
と
基
本

政
策
の
展
開
方
向
の
１
つ
に
、「
県

民
一
人
一
人
が
学
び
、
成
長
し
、
活

躍
で
き
る
新
潟
」
が
あ
り
ま
す
。
さ

心
が
け
た
い
こ
と

　

新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

副
参
事　

大
滝　

健
　

当
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
３
年
目

に
な
り
ま
し
た
。
私
が
業
務
を
行
う

上
で
大
切
し
て
い
る
「
視
点
」
は
、

相
手
を
「
見
よ
う
と
し
て
み
る
」「
話

を
聞
こ
う
と
し
て
き
く
」こ
と
で
す
。

ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
市
町
村
の
方
や
研
修
会
受
講
者

の
方
と
、
先
の
「
視
点
」
を
意
識
し

た
意
見
交
換
、
対
話
の
先
に
、
様
々

な
課
題
の
解
決
や
そ
の
た
め
の
連

携
・
協
働
が
生
ま
れ
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
が
一
昨
年
度
、
昨
年
度
と
研
修
会

講
師
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
尚
絅
学

院
大
学
松
田
先
生
の
「
等
話
」
で
す
。

仕上がりを考えながら生けています

生け終わり
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実
践
記
録
シ
リ

ー
ズ

川
流
れ

川
を
流
れ
て
気
づ
く
こ
と
、
自
然
の
大
切
さ
に
つ
い
て

内　
�

容

　

大
人
が
監
視
す
る
中
で
子
ど
も
た
ち
が
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
着
て
川
を
流
れ
ま
す
。

　

川
は
楽
し
い
、
で
も
深
み
も
あ
っ
て
危
険
が
あ
る
。
ゴ
ミ
が

流
れ
て
い
れ
ば
ケ
ガ
を
す
る
。

　

体
験
を
通
じ
て
楽
し
い
だ
け
で
な
く
、
自
然
に
つ
い
て
の
気

づ
き
を
喚
起
す
る
こ
と
で
、
終
わ
っ
た
あ
と
子
ど
も
た
ち
は
ふ

る
さ
と
の
川
や
自
然
が
好
き
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
環
境

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
こ
と
な
ん
だ
。
と
気
が
付
い

て
く
れ
ま
し
た
。

　

夏
の
自
然
体
験
学
習
活
動
と
し
て
、
公
民
館
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
協
力

隊
が
一
体
と
な
っ
て
、
能
生
川
の
流
れ
が
緩
や
か
な
場
所
を
選
定
し
、

夏
休
み
わ
く
わ
く
探
検
隊
と
し
て
川
遊
び
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

１　

目　

的

　

自
然
体
験
学
習
に
は
、
子
供
の
成
長
に
と
っ
て
多
く
の
意
義
と
効
果

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
き
る
力
の
向
上
と
協
調
性
を
育
み
、
き
れ
い
な
川
や
山
の
自
然
に

触
れ
る
こ
と
で
環
境
へ
の
関
心
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
活
動
を
通
じ

て
地
域
の
み
な
さ
ん
と
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
で
地
域
愛
の
醸
成
に

も
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。

　

今
回
の
活
動
で
は
、
家
庭
で
は
実
施
が
難
し
い
大
掛
か
り
な
事
業
に

参
加
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
や
友
達
と
過
ご
し
た
こ

と
の
思
い
出
作
り
に
つ
な
が
る
よ
う
な
事
業
と
な
る
よ
う
心
掛
け
ま
し

た
。２　

内　

容

魚
つ
か
み
取
り
と
魚
捌
き
と
炭
火
焼
き

　

魚
の
捕
ま
え
方
、
調
理
方
法
、
食
べ
方
に
つ
い
て

内　

容

　

流
れ
の
緩
や
か
な
と
こ
ろ
に
い
け
す
を
作
り
、
下
流
に
網
を
設
置
。

そ
の
後
、
い
わ
な
を
川
に
流
し
て
も
ら
っ
て
、
つ
か
み
取
り
を
行
い
ま

し
た
。

　

魚
は
捕
ま
え
に
く
い
が
、
逃
げ
隠
れ
す
る
岩
の
影
な
ど
場
所
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
が
濁
っ
て
く
る
と
動
き
が
鈍
く
な
り
捕
ま
え

や
す
く
な
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
は
学
び
ま
し
た
。

　

捕
ま
え
た
魚
は
ま
な
板
の
上
で
捌
き
、
竹
の
く
し
で
串
刺
し
に
し
て

塩
を
振
り
、
大
人
に
炭
火
で
焼
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
普
段
は
魚
を
食

べ
な
い
子
も
お
代
わ
り
を
す
る
く
ら
い
魚
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

テ
ー
マ
：�
青
少
年
活
動
事
業

「
夏
休
み
わ
く
わ
く
探
検
隊
事
業
」

�
糸
魚
川
市
上
南
地
区
公
民
館

３　

事
業
を
振
り
返
っ
て

　

今
回
は
川
遊
び
・
包
丁
や
火
を
使
っ
た
調
理
体
験
な
ど
、
昔

な
ら
身
近
な
と
こ
ろ
で
体
験
で
き
る
こ
と
で
し
た
が
、
今
は
危

険
だ
か
ら
と
体
験
さ
せ
る
機
会
が
減
っ
て
い
ま
す
。

　

危
険
へ
の
注
意
は
大
事
で
す
が
、
危
険
を
認
識
し
て
活
動
す

る
機
会
を
作
ら
な
い
と
、
生
き
る
力
が
育
た
な
い
部
分
も
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
安
全
確
保
を
す
る
中
で
よ
い
活
動
が
で
き
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

４　

今
後
に
つ
い
て

　

今
後
も
自
然
体
験
活
動
と
し
て
事
業
を
開
催
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　

生
き
る
力
を
育
て
、
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

友
達
と
楽
し
み
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ
て
過
ご
し
た
思

い
出
づ
く
り
が
で
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
体
験
活
動
を
今
後
も

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

掲 　 示 　 板
○今後の会議予定
新潟県公民館連合会第２回理事会
　日時：令和７年７月中旬　日程調整中
　会場：各市町村　オンライン開催
　内容：�第75回新潟県公民館大会における永年勤続者表彰候補の選

考について
　　　　新潟県公民館連合会の課題について
　　　　�（県公連の加入意義、負担金に関することなどについての意

見交換）　など
関東甲信越静公民館連絡協議会（関ブロ）第１回理事会
　日時：令和７年６月13日㈮　13：30～
　会場：上越市からのオンライン開催
　内容：令和６年度事業報告・会計決算報告
　　　　令和７年度事業計画・予算案について
　　　　�令和７年度全公連優良職員・永年勤続表彰の推薦について　

など

魚のつかみ取り魚のつかみ取り

普段魚を食べない子も喜んで食べました。魚の調理体験（いわなの内臓を落とし串刺し）

川流れ体験

川流れ体験
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佐
渡
市
公
民
館
（
社
会
教
育
課
）

主
事　

中
川　

勝
喜
さ
ん

　

令
和
六
年
四
月
、
黒

い
ス
ー
ツ
に
ネ
ク
タ
イ

を
き
っ
ち
り
身
に
着
け
、

い
さ
さ
か
緊
張
気
味
な

が
ら
清
々
し
い
表
情
で

社
会
教
育
課
に
や
っ
て
き
た
新
採
用
職
員
で
す
。

　

佐
渡
の
出
身
で
中
学
校
時
代
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て

離
島
甲
子
園
で
佐
渡
の
代
表
と
し
て
活
躍
し
た
強
者
で

す
。
一
年
目
か
ら
大
事
業
で
あ
る
市
民
大
学
講
座
や
市

展
、
青
少
年
育
成
協
議
会
事
業
を
苦
労
し
な
が
ら
も
責

任
を
も
っ
て
や
り
遂
げ
ま
し
た
。
正
に
マ
ウ
ン
ド
は
誰

に
も
渡
さ
な
い
と
い
う
姿
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
さ
す
が
に
一
年
目
、
メ
ン
タ
ル
的
に
苦
し
い

時
期
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

日
々
訪
れ
る
市
民
に
対
応
す
る
窓
口
業
務
も
初
々
し

く
、
優
し
い
表
情
で
応
対
す
る
た
め
信
頼
を
得
て
い
ま

す
。
自
分
よ
り
遥
か
に
年
上
の
婦
人
会
か
ら
も
頼
り
に

さ
れ
て
い
ま
す
。　

好
青
年
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り

の
中
川
さ
ん
に
は
、
今
後
公
民
館
職
員
と
し
て
数
々
の

経
験
を
積
み
、
こ
の
ま
ま
真
っ
直
ぐ
に
成
長
し
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
〔
佐
渡
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

係
長　

松
本　

亜
紀�

記
〕

編集後記
　昨年11月に関東甲信越
静（関ブロ）公民館研究
大会新潟大会が上越市で

開催され、上越地域３市の皆様を始め新潟県全体
で取り組み、他の都県からの参加者から高い評価
をいただきました。改めて関係の皆様に深くお礼
を申し上げます。
　また、昨年度で中公連・下公連が解散され、新
潟県公連は大きな変換点を迎えていますが、各地
区の研修会への補助は継続いたします。さらに、
ここ数年補助金や負担金の減額もあり、県公連は
財政面でも苦しい状況が続いています。公民館だ
よりを年６回から４回に減らすなど、細かい点ま
で事業の見直しを進めてまいります。
� （五井）

インフォメーションインフォメーション
〇
新
潟
県
公
民
館
連
合
会

　

令
和
７
年
度
役
員
の
紹
介

　

令
和
７
年
度
は
役
員
の
非
改
選
の
年
で
す
。

任
期
は
２
年
で
、
市
町
村
内
の
異
動
で
新
公
民

館
長
に
就
任
さ
れ
た
方
に
は
前
任
者
の
役
職
を

引
き
継
い
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

（
※
は
新
任
の
館
長
）

会　

長　
　

長
谷
川
明
寿　
（
上
越
市
）

副
会
長　

※
長
谷
川
健
一　
（
加
茂
市
）

　

〃　
　

※
土
田　

道
代　
（
新
発
田
市
）

　

〃　
　

※
高
島　

純
子　
（
新
潟
市
）

理　

事　

※
川
合
三
喜
八
（
糸
魚
川
市
）

　

〃　
　
　

樋
口　

具
範　
（
十
日
町
市
）

　

〃　
　
　

曽
根　

乗
知　
（
出
雲
崎
町
）

　

〃　
　
　

塚
野　

敏
之　
（
阿
賀
野
市
）

　

〃　
　
　

平
山　

祐
子　
（
村
上
市
）

監　

事　

※
谷
口　

則
子　
（
小
千
谷
市
）

　

〃　
　

※
山
﨑　
　

天　
（
五
泉
市
）

評
議
員　
　

鴨
井　

敏
英　
（
妙
高
市
）

　

〃　
　
　

西
潟　

英
男　
（
南
魚
沼
市
）

　

〃　
　

※
津
端　
　

隆　
（
魚
沼
市
）

　

〃　
　

※
西
巻　

隆
博　
（
柏
崎
市
）

　

〃　
　
　

小
林　

和
幸　
（
三
条
市
）

　

〃　
　
　

増
田　

一
実　
（
見
附
市
）

　

〃　
　
　

前
山　

正
則　
（
燕
市
）

　

〃　
　

※
角
谷　

淳
史　
（
湯
沢
町
）

　

〃　
　

※
小
林　

正
明　
（
津
南
町
）

　

〃　
　
　

福
井　
　

明　
（
田
上
町
）

　

〃　
　
　

堀　
　

隆
行　
（
弥
彦
村
）

　

〃　
　
　

入
澤　

勇
太　
（
刈
羽
村
）

　

〃　
　
　

佐
久
間
伸
一　
（
胎
内
市
）

　

〃　
　

※
鶴
間　

基
宏　
（
佐
渡
市
）

　

〃　
　
　

宮
澤　

徳
昭　
（
聖
籠
町
）

　

〃　
　
　

石
川　

憲
明　
（
阿
賀
町
）

　

〃　
　
　

熊
谷　

吉
則　
（
関
川
町
）

　

〃　
　
　

佐
藤　

強
平　
（
粟
島
浦
村
）

〇�

令
和
７
年
度
公
民
館
だ
よ
り
の
執
筆
依
頼
予
定
で
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

公
民
館
だ
よ
り
原
稿
執
筆
担
当
一
覧
（
836
号
～
839
号
）

　

※
今
年
度
か
ら
年
４
回
の
発
行
で
す
。

令
和
７
年
４
月
号
～
令
和
８
年
２
月
号

月　

号

視　

点

ひ
ろ
ば

サ
ー
ク
ル

交　

流

素
顔
拝
見

実　

践�

シ
リ
ー
ズ

Ｒ
７
年

　

５
月

事
務
局

で
依
頼

田
上
町

佐
渡
市

糸
魚
川
市

　

８
月

粟
島
浦
村

関
川
村

見
附
市

燕　

市

　

11
月

事
務
局

で
依
頼

阿
賀
野
市

上
越
市

津
南
町

Ｒ
８
年

　

２
月

新
発
田
市
十
日
町
市
南
魚
沼
市

聖
籠
町

素顔拝見

素顔拝見素顔拝見


